


事象別危機管理マニュアル（全学編）　メモ欄





I — �

1.

2.
2 ( )

3.

4.

119

5.
(

)
( )

1

( )      

6.

7.

8.

9.



I — �

!!

( )

TEL

!

119

( )

( )

( )

( )

5245



I — �



I — �

3

(

(^ ^



I — �

1.
•
•

•
•
•
•
•

2.
•
•
•
•

3.
•

•

4.
•

•
•

5.

6.
•

•
•
•
•

•

7.
•
•



I — �



I — �

TEL 03-6734-3952,4043
FAX:03-6734-4048

TEL 078-362-9826
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感染症発生時の注意事項

④濃厚接触者

・濃厚接触者の範囲を明らかにする。（クラス、クラブ、寮、ア
ルバイト等）

・感染予防のため、医療機関での受診をさせる。

⑤危機管理対策本部の設置

・学長は必要に応じて危機管理対策本部を設置し、今後の
対策を検討する。

⑥対策会議（保健委員会）

・今後の対策を検討するに当たり、必要に応じ対策会議（保
健委員会）を開催する。

・学内感染の恐れがある場合は、部局別又は全学休校措置を
とる。

３．感染拡大防止

①学内への注意喚起をする。

②ワクチン接種を勧奨する。

③必要に応じて、学校行事等の延期又は中止を検討する。

１．はしか等の発生に備えて

① 母子手帳等により、罹患歴及びワクチン接種歴を確認する。

２．はしか等が発生したら

①患者になったら

・外部の者とは接触せず、自宅療養する。
・所属部局、保健管理センターへ連絡する。
・学内関係部署等の調査に協力する。

②所属部局

・保健管理センターへ報告する。

・保健管理センターと協力して、本人からの状況調査、濃厚接触
者、学内の発生状況等を調査する。

③保健管理センター

・神戸市保健所へ報告する。
・関係部局等と協力して、本人からの状況調査、濃厚接触者、学

内の発生状況等を調査する。
・学長及び理事へ報告する。
・感染拡大の防止対策をする。
・学内への注意喚起をする。
・広報マネージャーに連絡する。

② 罹患歴がなく、ワクチン接種歴も未接種であるか１回のみ接種

した後１０年以上経過している方は、医療機関で抗体検査を受け、

発症を防ぐのに充分な抗体価を持っていないと判断された方は

ワクチン接種を受ける。
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